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写 真 は 完 成 し た 内 匠 橋

三
つ
の
橋
が
そ
ろ
つ
て
完
成

内
匠
橋
・
雪
見
橋
・
桜
木
橋

綾
瀬
川
と
花
畑
運
河
に
か
か
る

内
匠
橋
と
雪
見
橋
、桜
木
橋
の
三

橋
が
完
成
し
、6
月
2
0
日
渡
初
め

式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た

。

内
匠
橋
と
桜
木
橋
は
都
が
建
設

し
た
も
の
で
、内
匠
橋
は
総
工
費

2
千
3
3
1
万
円
、橋
の
長
さ
3
1
メ
ー

ト
ル
、
幅
7
メ
ー
ト
ル
。
桜
木
橋

は
総
工
費
2
千
8
0
6
万
円
、
橋
の
長

さ
3
4
メ
ー
ト
ル
、
幅
7
メ
ー
ト

ル
。
雪
見
橋
は
区
が
建
設
し
、
総

工
費
2
千
5
7
8
万
円
、
橋
の
長
さ
3
4

メ
ー
ト
ル
、
幅
6
メ
ー
ト
ル
。
そ

れ
ぞ
れ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
卜
の
ガ

ッ
チ
リ
と
し
た
永
久
橋

。

前
の
内
匠
橋

は
、
今
か
ら
約
4
3

年
前
の
大
正
1
0
年
に
架
け
ら
れ
た

も
の
で

、
相
当

い
た
ん
で
お
り

、

埼
玉
県

を
通

っ
て
松
戸
へ
抜
け
る

道
と
あ
っ
て

、
最
近
は
交
通
量
も

多
く
、
5

ト

ン
以
上
の
車
は
通
行

を
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

ま
た
、
綾
瀬
川
と
中
川
を
結
ぶ

花
畑
運
河
に
架
け
ら
れ
て

い
た
雪

見
橋
と
桜
木
橋
は

、
そ
れ
ぞ
れ
昭

和
1
3
年
と
2
4
年
に
架
け
ら

れ
た
木

造
の
橋
で
太
鼓
型
を
し
て

い
ま
し

た

。
中
川

の
桜
に
ち
な
み

、
月
見

橋

、
花
見
橋
と
な
ら
ん
で
美
く
し

い
橋
の
名
が
楽
し
い
。

3
つ
の
橋
が
そ
ろ
っ
て
完
成
し

た
と
い
う
例
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
通
勤
や
通
学
が
ス

ム
ー
ス
に
な
り
、
災
害
の
時
に
も

大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
母
さ
ん
募
集

区
で
は
、
次
に
よ
り
区
立
保
育

園
の
保
母
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
―
保
母
資
格
が
あ
り

昭
和
3
9
年
7
月
末
で
年
令
満
3
5
才

未
満
の
方
、
▽
募
集
人
員
―
1
5
人

▽
採
用
時
期
―
8
月
1
日
の
予
定

▽
応
募
方
法
―
履
歴
書
(
ペ
ン
字

横
書
)
と
保
母
資
格
証
明
書
を
、

区
役
所
総
務
課
人
事
係
へ
提
出
。

▽
選
考
方
法
―
面
接
と
身
体
検
査

6 月1 日現在の人口

人 口　474, 274

世 帯　124, 376

( 食糧配給台帳の人口と世帯およ

び人口調査による)

株式会社　巧文社印刷
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第
2
回
定
例
区
議
会

補
正
予
算
な
ど
1
3議
案
決
め
る

新
議
長
に
　
清
水
勝
政
氏

6
月
2
2日
か
ら
、
こ
と
し
第
2

回
目
の
定
例
区
議
会
が
開
か
れ
、

住
居
表
示
の
実
施
に
と
も
な
う
設

置
条
例
の
一
部
改
正
や
、
補
正
予

算
(
第
2
号
)
案
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
総
務
費
1
0
0
万
余
円
、
民
生
費

2
7
8
万
余
円
、
土
木
費
2
千
6
1
0
万
円
　

教
育
費
4
億
1
千
8
5
4
万
余
円
の
合

計
4
億
4
千
8
4
3
万
余
円
を
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
1
日
の
住

居
表
示
実
施
に
よ
っ
て
出
張
所
の

管
か
つ
や
、
学
校
、
保
育
園
な
ど

の
住
所
が
変
わ
る
の
で
、
支
所
や

出
張
所
の
設
置
条
例
な
ど
5
件
を
可

決
。
そ
の
ほ
か
区
職
員
の
定
数

を
決
め
る
区
職
員
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例
、
特
別
区
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
特
別

区
道
路
線
の
認
定
な
ど
、
全
部
で
1
3

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
新
議
長
に
清

水
勝
政
氏
を
選
び
ま
し
た
。

区
民
健
康
の
夕
ベ

区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟
と
フ
ォ

ー
ク
・
ダ
ン
ス
連
盟
で
は
、
7
月

9
日
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
、
千
寿

小
学
校
(
区
役
所
通
り
)
で
、
ラ

ジ
オ
体
操
や
フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
な
ど
の
実
技
指
導
を
行
な
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
。
ご
自
由
に
ご

参
加
下
さ
い
。

就
任
の
ご
挨
拶

足
立
区
議
会
議
長

清
水
勝
政

こ
の
た
び
足
立
区
議
会
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に

あ
ま
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共

に
そ
の
責
務
の
重
要
性
を
痛
感

い
た
す
次
第
で
す
。

足
立
区
の
進
展
は
目
覚
し
い

も
の
が
あ
り
、
私
た
ち
に
昔
日

の
感
を
与
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
飛
躍
へ
の
施
策
を
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に

最
近
、
地
方
議
会
に
対
す
る
各

方
面
か
ら
の
批
判
を
聞
く
実
情

に
あ
る
と
き
、
区
民
各
位
の
世
論

の
お
力
を
か
り
て
、
住
民
に

密
着
し
た
区
政
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
四
月
か
ら
、
住
民
に

身
近
か
な
事
務
事
業
が
区
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
自
治

本
来
の
姿
と
し
て
、
ま
こ
と
に

喜
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が

、
同
時
に
区
役
所
の
機
構
改

革
も
必
要
と
な
り
、
内
部
の
充

実
に
も
一
段
と
工
夫
を
こ
ら
し

て
、
事
業
面
の
長
期
計
画
を
期

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今

後
の
足
立
区
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
に
新
ら
し
い
気
持
で
山

積
さ
れ
た
重
要
問
題
の
打
開
策

区
政
の
振
興
策
に
対
処
し
て
ゆ

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

四
十
七
万
区
民
と

共
に
常
に
あ
る
区
政

の
中
に
お
い
て
、
私

は
私
に
与
え
ら
れ
た

責
任
の
重
大
さ
を
強

く
認
識
し
、
議
員
各
位
と
区
議

会
の
運
営
に
最
善
を
つ
く
し
、

執
行
機
関
と
協
力
し
て
皆
様
の

御
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
区
議
会
に
対
し

て
、
今
後
と
も
深
い
理
解
と
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

綾 瀬 保 育 園 完 成

――8月1日開園――

住
宅
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
て

い
る
五
反
野
北
町
。
こ
こ
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
卜
造
り
2
階
建
て
の

綾
瀬
保
育
園
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
保
育
園
は
、
総
面
積
9
9
0
平

方
メ
ー
ト
ル
、
建
面
積
3
9
4
平
方
メ

ー
ト
ル
。
敷
詰
め
ら
れ
た
芝
生
の

中
に
ブ
ラ
ン
コ
や
プ
ー
ル
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
び
場
が
あ

り

、
明
る
い
遊
戯
室
や
保
育
室
に

は
テ
レ
ビ
、
ピ
ア
ノ
な
ど
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

収
容
人
員
は
、幼
児
(
2
才
以

上
)
8
4
名
、乳
児
1
6
名
の
合
計
1
0
0

名
。費
用
は
所
得
に
よ
っ
て
違
い

最
高
は
乳
児
が
1
カ
月
1
千
8
0
0
円

幼
児
は
1
千
6
0
0
円
で
所
得
の
低
い

方
は
無
料
。開
園
は
8
月
1
日
で

申
込
み
は
足
立
福
祉
事
務
所
へ
。

学
校
を
開
放
し
ま
す

子
ど
も
会
や
青
年
団
体
に

区
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

会
や
青
年
団
体
の
集
会
場
と
し
て

学
校
に
支
障
が
な
い
と
き
、
学
校

を
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

利
用
す
る
場
合
は
、
教
育
を
目

的
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
に
限

ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め
通
学
区
域
の

学
校
長
に
青
少
年
団
体
と
し
て
登

録
し
て
お
き
、
利
用
す
る
日
の
一

週
間
前
に
申
込
み
、
学
校
長
の
許

可
を
得
ま
す
。
利
用
中
、
器
物
な

ど
を
こ
わ
し
た
場
合
は
、
利
用
者

側
が
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

開
放
す
る
学
校
は
次
の
と
お
り

で
す
。

教
室
な
ど
の
旅
設
開
放
校
(
5
校
)

千
寿
小
・
千
寿
第
三
小
・
千
寿

第
五
小
・
梅
島
小
・
四
中

校
庭
開
放
校
(
2
1
校
)

千
寿
第
二
小
・
千
寿
第
七
小
・

千
寿
第
八
小
・
千
寿
旭
小
・
西
新

井
第
一
小
・
興
本
小
・
宮
城
小
・

梅
島
第
二
小
・
大
谷
田
小
・
栗
原

小
・
弥
生
小
・
花
畑
小
・
淵
江
小

・
二
中
・
五
中
・
七
中
八
中
・
十

一
中
・
十
五
中
・
新
田
中
・
淵
江

中
、
な
お
体
育
館
は
、
以
上
2
6の

全
校
が
利
用
で
き
ま
す
。

青少年団体の
学習・活動に

青 年 館
西 新井 町972
( 887) 0061
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住
居
表
示
第
一
次
実
施

七
月
一
日
か
ら

足
立
一
・
二
・
三
・
四
丁
目
に

千
住
高
砂
町
・
末
広
町
な
ど
六
町
を

人
を
訪
問
す
る
と
き
な
ど
、
町

名
や
地
番
が
入
組
ん
で
い
る
た
め

な
か
な
か
捜
し
あ
て
ら
れ
ず
、
困

っ
た
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
便
物
や
、
い
ろ
い

ろ
な
配
達
が
届
か
な
い
こ
と
も
、

め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん

な
不
便
を
な
く
す
た
め
、
住
居
表

示
制
度
が
施
か
れ
、
足
立
区
で
も

市
街
地
を
4
3年
3
月
ま
で
に
わ
か

り
や
す
い
住
所
に
整
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
名
、
街
区
番
号
、

住
居
番
号
(
ハ
ウ
ス
ナ
ン
バ
ー
)

に
よ
っ
て
住
所
を
表
わ
し
、
下
図

の
よ
う
な
方
法
で
決
め
ら
れ
、
町

名
に
つ
い
て
は
、
町
の
代
表
者
の

意
見
を
聞
い
て
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら
新
ら
し
い
ハ
ウ
ス
ナ
ン
バ
ー
で

「
足
立
○
丁
目
○
番
○
号
」

こ
の
手
始
め
と
し
て
7
月
1
日

か
ら
、
千
住
末
広
町
と
日
吉
町
の

全
域
と
千
住
高
砂
町
、
梅
田
町
、

五
反
野
南
町
、
伊
藤
谷
西
町
の
各

一
部
を
足
立
一
、
二
、
三
、
四
丁

目
に
整
理
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
い
ま
ま
で
の
町
名
地
番
が
、

「
足
立
○
丁
目
○
番
○
号
」
と
い

う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
方
や
事
務
所
、
事
業
所

が
あ
る
方
は
、
今
後
、
こ
の
新
ら

し
い
町
名
番
号
を
使
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、こ
の
地
域
の
方
々
に
、

通
信
料
無
料
の
は
が
き
を
2
0枚
お

分
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
知
人

や
取
引
先
に
先
ら
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

次
に
、
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
役
所
関
係

1
、こ
の
地
域
は
す
べ
て
第
6
出

張
所
の
管
か
つ
に
な
り
、
住
民
登

録
や
印
鑑
登
録
、
配
給
籍
な
ど
は

今
後
第
6
出
張
所
で
取
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
住
所
変

更
は
出
張
所
が
処
理
し
ま
す
か

ら
、
あ
な
た
の
手
続
は
い
り
ま
せ

ん
。な
お
、お
米
の
通
帳
に
つ
い
て

は
第
6
出
張
所
で
な
お
し
ま
す
。

2
、
戸
籍
は
、
梅
島
支
所
の
戸
籍

課
で
本
籍
欄
の
旧
町
名
だ
け
を
新

町
名
に
書
き
か
え
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
番
地
は
も
と
の
ま
ま
で
、

特
別
な
場
合
の
ほ
か
、
手
続
は
い

り
ま
せ
ん
。

例
旧
本
籍
　
東
京
都
足
立
区

千
住
高
砂
町
5
9番
地

新
本
籍
　
東
京
都
足
立
区

足
立
一
丁
目
5
9番
地

3
、
外
国
人
登
録
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
区
役
所
民
生
課
で
住
居
表

示
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

4
、
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は

い
ま
ま
で
ど
う
り
で
す
。

登
記
所
関
係

1
、
土
地
・
家
屋
の
台
帳
な
ど
は

登
記
所
の
係
で
物
件
表
示
欄
の
旧

町
名
を
新
町
名
に
書
き
か
え
ま
す

が
、
地
番
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
た

だ
し
物
件
所
有
者
の
住
所
欄
は
、

ご
自
分
で
手
続
き
を
し
な
い
と
新

ら
し
い
住
所
に
な
お
り
ま
せ
ん
。

後
で
、
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
不
動
産
の
権
利
証

書
は
書
き
か
え
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
の
ま
ま
保
存
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

2
、
会
社
、
工
場
な
ど
の
法
人
登

記
は
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か

1
、
自
動
車
の
車
体
検
査
証
・
運

転
免
許
証
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
法

令
・
規
則
で
手
続
き
を
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
関
係
役
所
で
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
そ
の
ほ
か
税
務
署
・
都
税
事

務
所
・
保
健
所
・
福
祉
事
務
所
な

ど
の
役
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係

で
公
簿
の
住
所
欄
を
書
き
か
え
ま

す
か
ら
、
特
別
な
場
合
の
ほ
か
手

続
は
い
り
ま
せ
ん
。

住
居
表
示
変
更
証
明
書
発
行

住
居
表
示
変
更
手
続
き
を
す
る
た

め
に
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、

梅
島
支
所
(
住
居
表
示
係
)
ま
た

は
第
6
出
張
所
で
無
料
で
発
行
し

ま
す
。
そ
の
と
き
は
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

☆
　

☆
　

☆

住居表示(第一次)実施区域

街 区方式 による番号のつけ方



区 の お 知 ら せ 第146号 ( 4)

国 民 年 金

結
核
・
精
神
病
に
も
支
給

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正

国
民
年
金
制
度

の
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の

よ
う
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

結
核
、
精
神
病
に
も
障
害
年
金

を
支
給
し
ま
す

い
ま
ま
で
視
・
聴
覚
障
害
な
ど
の

外
部
障
害
の
方
に
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ

ら
た
に
結
核
(
非
結
核
性
の
呼
吸

器
疾
患
を
含
む
)
や
精
神
病
(
精

神
病
質
・
精
薄
を
除
く
)
に
よ
る
重

い
障
害
者
も
、
3
9年
9
月
か
ら

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
母
子
年
金
や
準
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
の
対
象
と
な
る

子
の
障
害
に
つ
い
て
も
、
結
核
・

精
神
病
な
ど
が
そ
の
範
囲
に
と
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
年
金
の
支
給
制
限
が
ゆ
る
め

ら
れ
ま
し
た

▽
　
年
金
を
受
け
る
人
の
年
間
所

得
は
い
ま
ま
で
1
8万
円
を
こ
え
る

と
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

れ
が
2
0万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ

▽
　
扶
養
義
務
者
の
家
族
が
5
人

の
場
合
、
扶
養
義
務
者
の
年
間
総

収
入
が
6
5万
円
以
内
の
方
ま
で
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

▽
　
戦
争
公
務
に
よ
る
公
務
扶
助

料
な
ど
が
7
万
円
ま
で
の
人
に
福

祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
8
万
円
ま
で
に
引
上

げ
3
9
年
1
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
年
金
の
請
求
権
は

五
年
で
消
滅

老
令
・
障
害
・
母
子
福
祉
年
金

の
請
求
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て

か
ら
5
年
間
請
求
し
な
い
と
時
効

に
な
り
、
請
求
権
が
な
く
な
り
ま

す
か
ら
、
つ
ぎ
の
方
は
、こ
と
し

の
1
0月
末
日
ま
で
に
、
必
ら
ず
請

求
し
て
下
さ
い
。

昭
和
3
4
年
1
1
月
1
日
に

(
1
)
7
0
才
を
こ
え
て
い
た
人
(
明
治

2
2
年
1
1
月
2
日
以
前
の
出
生
者
)

(
2
)
こ
れ
以
上
よ
く
な
ら
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
2
0才
以
上
の
重

い
身
体
障
害
者

(
3
)
夫
と
死
別
し
、
中
学
卒
業
前
の

子
を
か
か
え
て
い
た
2
0
才
以
上
の

母
親た

だ
し
、
ほ
か
の
年
金
を
受
け

た
り
、
所
得
制
限
の
た
め
に
福
祉

年
金
が
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
人

は
時
効
に
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昭
和
3
4
年
1
1
月
2
日
以

後
に
受
給
資
格
が
で
き
た
人
で
も

5
年
た
つ
と
時
効
に
な
り
ま
す
。

だめです
吸いっぱなしでポイ!

ポ
イ
!
ポ
イ
!
ポ
イ
!
い
ま
も
恥

し
ら
ず
の
た
ば
こ
の
み
が
ど
こ
か

で
捨
て
て
い
ま
す
。
東
京
の
街
は

ポ
イ
!
ポ
イ
!
だ
ら
け
。
こ
れ
で

は
私
た
ち
が
、
東
京
が
、
日
本
が

笑
わ
れ
ま
す
。
な
ん
と
か
あ
な
た

の
家
族
、
恋
人
、
友
達
、
先
輩
、

後
輩
に
、
ポ
イ
!
を
や
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
東
京
だ
け
で
も
1
日

に
5
千
2
1
6
万
本
も
た
ば
こ
が
吸
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
1
割
で
も
ポ

イ
す
る
人
が
い
た
ら
、
ポ
イ
!
ポ

イ
!
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　

東
京
都
/
足
立
区

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

都
で
は
、
7
月
1
日
を
調
査
期

日
と
し
て
、
商
店
(
卸
売
業
や
小

売
業
の
事
業
所
)
の
商
業
統
計
調

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
秘
密
が
守
ら
れ
、

税
金
な
ど
に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
安
心
し
て
正
し
い
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
調
査
員
が
配
布
し
、
7

月
1
5日
ま
で
に
集
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
商
店
の
分
布
状
況

や
商
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
企
業
経
営
の
基
礎
資
料
に
す

る
も
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
7
月
3
1日
ま
で

足
立
区
産
業
展
、
優
秀
発
明
展

区
と
足
立
区
工
業
会
連
合
会
で

は
、
産
業
展
と
優
秀
発
明
展
の
出

品
物
を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
出
品
希
望
者
は
7
月
3
1
日
ま

で
に
出
品
料
を
添
え
て
、
区
役
所

経
済
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽

会
期
―
1
0月
2
0日
～
2
4日

▽
会
場
―
都
立
産
業
会
館
(
千

代
田
区
大
手
町
)
▽
出
品
物
―

優
良
生
産
品
・
加
工
品
▽
出
品

料
―
(
産
業
展
)
大
飾
窓
2
万

5
千
円
、
丸
小
間
1
万
8
千
円
、

四
方
小
間
1
万
4
千
円
、
矩
形
小

間
7
千
円
(
発
明
展
)
法
人
3
千
5
0
0

円
、
個
人
は
無
料

修
善
寺
・
水
上
・
四
万
な
ど
に

国
保
の
保
養
所
を
増
設

区
で
は
、
温
泉
地
の
旅
館
と
契

約
し
、
被
保
健
者
の
健
康
の
増
進

と
健
全
な
保
養
が
で
き
る
よ
う
保

養
施
設
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
の
熱
海
、
湯
河
原
な
ど

の
ほ
か
に
、
こ
と
し
の
7
月
1
日

か
ら
、
次
の
3
つ
の
温
泉
地
に
も

開
設
し
ま
し
た
。
▽
修
善
寺
―
夢

殿
1
千
3
0
0
円
(
税
、
サ
ー
ビ
ス
料

別
)
・
対
山
荘
1
千
5
0
0
円
(
以
下

税
、サ
ー
ビ
ス
料
含
む
)
▽
水
上
―

宝
ホ
テ
ル
A
1
千
1
0
0
円
、
B
1

千
3
0
0
円
、白
雲
閣
1
千
2
0
0
円
▽
四

万
―
田
村
旅
館
1
千
3
0
0
円
、三
木

屋
旅
館
1
千
2
0
0
円
。

申
込
み
は
区
役
所
国
民
健
康
保

険
課
庶
務
係
へ
。

福祉年金の

所得状況届を!

この届出をしないと福祉年金は
もらえません。まだ出していな
い方はお早くお出し下さい。

所得税の1 期分は

7月31日までに!

おくれると延滞税が加算されます
のでお忘れなく、お早めに。

足 立 税 務 署


